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埋もれた資源を大きな宝へ
～農商工連携による挑戦～

　

そ
ん
な
中
、「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
新
し
い
志
摩
市
の
特
産
品
を
生
み

出
そ
う
」
と
、
商
工
会
が
中
心
と
な

り
、
市
内
の
事
業
者
、
行
政
、
三
重
大

学
が
連
携
し
て
『
小
さ
く
て
も
き
ら
り

と
光
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
開
発

事
業
』
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
で
は
、「
地
域
に
埋

も
れ
て
い
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
現

代
の
社
会
の
価
値
観
に
合
っ
た
特
産
品

を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
、
会
議
を
重
ね

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
中
で
着
目
し
た
の
が
、

近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る「
環
境
問
題
」

で
し
た
。
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
「
循
環
型

社
会
」
が
注
目
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で

捨
て
ら
れ
て
い
た
も
の
を「
地
域
資
源
」

と
し
て
活
か
す
方
法
は
な
い
か
と
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
変
形

な
ど
商
品
と
し
て
売
れ
な
い
真
珠
の
外

側
（
真
珠
層
）
部
分
、
種
採
り
用
の
南

張
メ
ロ
ン
の
果
肉
、
身
を
取
り
除
い
た

後
の
伊
勢
海
老
の
殻
な
ど
、
使
い
方
を

工
夫
す
れ
ば
活
用
で
き
そ
う
な
資
源
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
地

元
の
事
業
者
が
商
品
開
発
を
行
っ
た
結

果
、
６
種
類
８
品
の
ア
イ
テ
ム
が
商
品

化
さ
れ
ま
し
た
。
真
珠
の
粉
末
を
使
っ

た
「
伊
勢
志
摩
真
珠
ク
リ
ー
ム
」、
南

特集

　

志
摩
市
は
豊
か
な
海
に
恵
ま
れ
、
そ

の
水
産
資
源
と
漁
場
環
境
を
活
か
し
た

漁
業
や
養
殖
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
で
は
、
磯
焼

け
な
ど
に
よ
る
漁
場
環
境
の
悪
化
や
赤

潮
の
発
生
な
ど
の
水
質
の
悪
化
が
深
刻

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
燃
油

の
高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
漁
業
経

営
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
志
摩
の
魅
力
を
探
す

捨
て
る
も
の
を
資
源
へ

日本一の朝食
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張
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
「
南
張
メ
ロ
ン

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」「
南
張
メ
ロ
ン
パ

ン
」、
伊
勢
海
老
の
殻
の
粉
末
を
使
っ

た
「
燻
製
伊
勢
海
老
ソ
ル
ト
」「
伊
勢

海
老
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」「
伊
勢
海
老

お
か
き
・
海
藻
お
か
き
」「
鯛
型
伊
勢

海
老
か
ま
ぼ
こ
」
で
す
。
他
に
も
「
日

本
一
の
朝
食
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
市

場
価
値
の
あ
ま
り
な
か
っ
た
志
摩
の
旬

の
食
材
を
活
用
し
た
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
も
行
い
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
商
品
は
、
消
費
者
の

感
想
を
聞
く
た
め
に
、
他
県
の
祭
り
や

東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
示
会
へ

出
品
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
「
使
用
感
が
良
い
（
伊
勢
志

摩
真
珠
ク
リ
ー
ム
）」「
果
肉
が
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
て
い
て
お
い
し
い
（
南
張
メ

ロ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
の
取
り
組
み
は
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

出
す
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
実
感
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
の
商
品
を
生

み
出
そ
う
と
い
う

意
欲
と
活
気
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
人
々
が

「
新
た
な
特
産
品
を

作
る
」
と
い
う
共
通

の
目
的
に
向
か
っ

て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
参
加
者
に

連
帯
感
が
生
ま
れ
、

交
流
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
た

新
商
品
が
東
京
な

ど
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
多
く
の
人
々
の

関
心
を
惹
き
つ
け

た
と
い
う
体
験
が
、

経
営
者
と
し
て
新
た
な
展
開
に
挑
む
勇

気
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
市
内
の
事
業

者
の
経
営
向
上
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
全
体
を
活
性
化

す
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
り

ま
し
た
。
埋
も
れ
て
い
た
地
域
の
宝
を

掘
り
起
こ
し
、
人
や
技
術
の
連
携
を
築

く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

の
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
志
摩

市
の
再
生
と
い
う
大
き
な
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
今
後
も
ね
ば
り
強
く

模
索
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
事
業
者
に
は
、
数
あ
る
資

源
の
中
か
ら
人
々
の
豊
か
な
生
活
の
中

で
必
要
な
「
本
当
に
価
値
の
あ
る
も

の
」
を
見
出
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
商
品
開
発
事
業
と

い
う
一
過
性
の
取
り
組
み
に
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
る

動
き
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
。

　

将
来
に
向
け
て
取
り
組
み
が
続
い
て

い
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
新
た
な

特
産
品
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
商
品
化
す
る
技
術

を
持
っ
た
地
域
の
高
齢
者
を
も
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
は
生
き
甲
斐
に
も
つ
な

が
り
、
そ
の
技
術
を
伝
え
雇
用
を
生
み

出
す
こ
と
は
、
若
者
が
地
域
に
定
着
す

る
機
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
地
域
全
体
が
つ
な
が
り
の
中
で
活
気

を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
希

望
の
持
て
る
地
域
社
会
と
し
て
の
志
摩

市
が
再
生
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
事
業
は
、
そ
の
大
き
な
流

れ
を
生
み
出
す
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
売
り
物
と
し
て
の
価
値
が

な
か
っ
た
農
水
産
物
を
加
工
す
る
こ
と

で
価
値
を
生
み
出
し
、
志
摩
独
自
の
新

た
な
「
特
産
品
」
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

生
産
者
や
事
業
者
の
挑
戦
す
る
心
「
や

る
気
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
志
摩
の

地
域
に
あ
る
資
源
を
改
め
て
見
直
し
、

事
業
者
や
大
学
な
ど
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
新
し
い
価
値
を
作
り

取
り
組
み
が

地
域
に
も
た
ら
し
た
効
果

特集
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できあがった商品をご紹介します♪

南張メロンアイスクリーム
／伊勢海老アイスクリーム
南張メロンの果汁をたっぷり使ったメロンアイス
と志摩産伊勢海老の殻パウダーを練り込んだ伊勢
海老アイス。
濃厚でクリーミーなデザートに仕上がりました。

南張メロンパン
温暖な気候を生かして栽培される当地域の名産「南張
メロン」。過去には天皇皇后陛下に献上されたことが
あるブランドメロンです。
その果肉を贅沢に使った本格メロンパンです。

燻製伊勢海老ソルト
燻製をかけた塩に志摩産伊勢海老の
殻を粉砕したパウダーを配合した調
味料塩です。塩に燻製をかけること
により芳ばしさが増し、さらに伊勢
海老の風味が引き立ちます。

・ケーキ感覚で食べられて美味しかったです。・メロンのいい香りがでていました。
・
香
り
が
と
て
も
良
く
て
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

・
な
か
な
か
、
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た

ア
イ
デ
ィ
ア
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

・あっさりしているのにメロンの味がバッチリ。
・メロンの果肉がシャキシャキしていてシャーベットみたいでおいしい。

これまで廃棄されていた資源の見直しから、６種類の商品が生まれました！

特集
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上記商品に関するお問い合わせは、志摩市商工会　　４４・０７００まで。

・かるくて食
べやすい。

やみつきになり
そう。

・つけた感じが
なめらかで良い

。

・肌がしっとり
べたつかない。

伊勢志摩真珠クリーム
真珠粉末、あおさ成分、グレープフルーツ
果皮油、スクワラン、ホホバ油を配合した
保湿クリーム。保湿成分がお肌を保護し水
分を保ちます。

伊勢海老おかき／海藻おかき
志摩の豊穣の海から採れる新鮮な原料を
厳選し、アラメ・メカブ・ヒジキを使用
して焼き上げた海藻おかきと伊勢海老お
かき。磯の香りが広がります。

鯛型伊勢海老かまぼこ
素材と伝統の技法を守り作ったかま
ぼこに志摩産伊勢海老の粉末を練り
込んだ伊勢海老かまぼこです。

・品の良い蒲鉾です。・風味がとっても良いです。

特集
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任
期
満
了
に
伴
う
第
22
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
（
参
議
院
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
・
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
）
が
７
月
11
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
す
。
投
票
時
間
は
７
時
か
ら
18
時
ま

で
で
す
。

　

選
挙
は
民
主
政
治
の
基
礎
と
な
る
制

度
で
あ
り
、
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る

最
大
の
機
会
で
す
の
で
、
大
事
な
一
票

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
投
票
に
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

　

投
票
が
で
き
る
の
は
、
志
摩
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
た
め

の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
平
成
22
年

６
月
23
日
を
基
準
日
と
し
同
日
に
登
録

を
行
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
か
、
転
入
の
届

出
を
行
い
、
引
き
続
き
志
摩
市
に
住
所

を
有
す
る
人
が
該
当
し
ま
す
。

（
市
内
に
住
所
を
有
し
て
３
ヶ
月
を
経

過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
転
入
前
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、
平
成
22
年
６
月
７
日
以
降
に
志
摩

市
内
で
転
居
届
を
し
た
人
は
、
転
居
前

の
投
票
区
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
書
か
れ
た
投
票
所
以
外
で
は

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
場
券
の

投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
と
は
、
選
挙
期
日
前
で

も
投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

投
票
日
に
次
の
①
か
ら
③
に
当
て
は

ま
る
場
合
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
の
用
務
な
ど
に
従

事
し
て
い
る
人

②
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
区
外

に
外
出
し
て
い
る
人

③
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
困
難
な

人

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
す
る
時
点
で

ま
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
は
、
市
役

所
本
庁
で
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
投
票
日
に
20
歳
を
迎
え

る
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

6
月
25
日
（
金
）
～
７
月
10
日
（
土
）

　

８
時
30
分
～
20
時

期
日
前
投
票

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日
の
投

票
区
に
か
か
わ
ら
ず
次
の
期
日
前
投
票

所
の
ど
こ
で
で
も
で
き
ま
す
が
、
投
票

所
の
開
設
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
時
間　

８
時
30
分
～
20
時
ま
で

【
本
庁
期
日
前
投
票
所
】

　

6
月
25
日
（
金
）
～
７
月
10
日
（
土
）

　

市
役
所　

１
階　

101
会
議
室

【
そ
の
他
の
期
日
前
投
票
所
】

　

７
月
３
日
（
土
）
～
７
月
10
日
（
土
）

　

浜
島
支
所　

２
階　

ロ
ビ
ー

　

大
王
支
所　

１
階　

ロ
ビ
ー

　

志
摩
支
所　

１
階　

ロ
ビ
ー

　

磯
部
支
所　

１
階　

会
議
室

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
か
け
て
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
志
摩
市
以
外
に
滞
在
す
る
人
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
志
摩
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
の
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
が
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
指
定
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

お
早
め
に
施
設
の
長
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳

ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
た
上
で
、
自
宅
な
ど

で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体

幹
、
移
動
機
能
の
障
が
い
が
「
１
級

ま
た
は
２
級
」、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸

の
障
が
い
が
「
１
級
ま
た
は
３
級
」、

免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
「
１
級
か

ら
３
級
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体
幹

の
障
が
い
が
「
特
別
項
症
か
ら
第
２

項
症
」、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の

障
が
い
が
「
特
別
項
症
か
ら
第
３
項

症
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

参院選

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
７
月
11
日（
日
）７
時
～
18
時

投
票
で
き
る
人

市
内
で
転
居
し
た
人

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

第22回
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③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
人

　

投
票
用
紙
は
、
投
票
日
前
４
日
（
７

月
７
日
）
ま
で
に
、
ご
自
身
で
署
名
し

た
請
求
書
と
と
も
に
、
郵
便
等
投
票
証

明
書
を
提
示
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
は
、
７
月
５
日
頃
の
朝
刊

に
新
聞
折
込
み
し
て
配
達
さ
れ
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯
は
、

各
支
所
・
各
連
絡
所
な
ど
に
備
え
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た

は
各
支
所
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。浜

島
支
所　
　

53
・
１
１
１
１

大
王
支
所　
　

72
・
０
２
５
５

志
摩
支
所　
　

85
・
１
１
１
１

磯
部
支
所　
　

55
・
０
０
２
６

　

選
挙
の
案
内
と
投
票
所
で
の
受
付
整

理
の
た
め
の
入
場
券
を
６
月
23
日
頃
発

送
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
入
場
券
の
バ
ー
コ
ー
ド
は

折
り
曲
げ
た
り
汚
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
何
ら

か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

７
月
11
日
（
日
）　

20
時
か
ら

阿
児
ア
リ
ー
ナ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

志
摩
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

44
・
０
２
０
１

44
・
５
２
５
２

参院選

選
挙
公
報

入
場
券

開
票

投票所一覧
地区名 投票区名 施　　　設　　　名

浜島町

浜島第一投票区 浜島コミュニティセンター好文館
浜島第二投票区 浜島支所
浜島第三投票区 浜島コミュニティセンター養心館
南張投票区 南張生涯学習センター
桧山路投票区 桧山路生涯学習センター
塩屋投票区 塩屋生涯学習センター
迫子投票区 迫子地区公民館
大崎投票区 迫子コミュニティセンター大崎会館

大王町
波切投票区 波切小学校体育館
船越投票区 船越地区公民館
名田投票区 名田地区公民館
畔名投票区 畔名コミュニティセンター

志摩町

片田投票区 片田共同福祉施設
布施田投票区 布施田小学校体育館
和具第一投票区 志摩デイサービスセンター
和具第二投票区 和具小学校体育館
間崎投票区 間崎島開発総合センター
越賀投票区 越賀地区多目的集会施設
御座投票区 御座コミュニティセンター

阿児町

鵜方第一投票区 鵜方公民館　
鵜方第二投票区 鵜方児童館
神明投票区 神明地区公民館
立神投票区 立神ふれあいセンター
志島投票区 志島小学校
甲賀投票区 甲賀地区公民館
国府投票区 国府小学校体育館
安乗投票区 阿児漁民センター

磯部町

五知投票区 五知集落センター
山田投票区 山田区事務所
上之郷投票区 上之郷公民館
下之郷投票区 下之郷共同作業所
飯浜投票区 飯浜集落センター
恵利原投票区 恵利原福祉センター
川辺投票区 磯部農業就業改善センター
迫間第一投票区 迫間第一多目的集会所
迫間第二投票区 旧迫間保育所
築地投票区 築地集落センター
山原投票区 山原集会所
夏草投票区 夏草公民館
穴川投票区 穴川公民館
坂崎投票区 坂崎区民センター
三ケ所投票区 三ケ所区民センター
渡鹿野投票区 渡鹿野島開発総合センター
的矢投票区 的矢老人憩いの家

○投票の方法○
・選挙区選出議員選挙は、候補者の名前を１人記入

してください。
・比例代表選出議員選挙は、候補者名または政党名

のいずれかを記入してください。
○比例代表選出議員選挙は非拘束名簿式○

　非拘束名簿式は、名簿では当選順位は決められて
おらず、有権者が候補者名または政党名のいずれか
を記載して投票する方式であるため、有権者は当選
させたい候補者を選ぶことができます。

FAX

投
票
は
、
夕
方

６
時
ま
で
だ
よ
！
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お知らせ

　

鳥
羽
市
と
伊
良
湖
を
結
ぶ
鳥
羽
伊
良

湖
航
路
は
、
経
営
不
振
な
ど
に
よ
り
、

平
成
22
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
航
路
は
、
観
光
産
業
や
水
産
業

な
ど
に
お
け
る
物
流
面
に
お
い
て
欠
か

せ
な
い
重
要
な
航
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
伊
勢
志
摩
地
域
・
東
三
河
地
域
・

三
重
県
・
愛
知
県
と
連
携
し
、
航
路
存
続

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

活
動
組
織

　
伊
勢
志
摩
地
域

　
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
存
続

　
対
策
協
議
会

鳥
羽
市
・
伊
勢
市
・
志
摩
市
・
南
伊
勢

町
の
首
長
、
議
長
、
団
体
代
表
者
、
地

域
選
出
県
議
会
議
員

（
平
成
22
年
３
月
31
日
発
足
）

　
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

　
対
策
協
議
会

中
部
運
輸
局
・
中
部
地
方
整
備
局
・
三

重
県
・
愛
知
県
・
鳥
羽
市
・
田
原
市

（
平
成
22
年
４
月
28
日
発
足
）

　

こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
、
今
後
も

存
続
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

　

伊
良
湖
側
の
愛
知
県
田
原
市
で
も
同

様
に
、
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
割
引
期
限

　

9
月
26
日（
日
）チ
ケ
ッ
ト
販
売
分
ま
で

▼
内　

容

　

フ
ェ
リ
ー
の
自
転
車
運
送
代
の
割
引

　
（
１
，
０
０
０
台
限
定
）
を
実
施
し

　

ま
す
。

　

①
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー　

自
転
車
運
賃

　
　
（
運
転
者
1
人
含
む
）４
割
引
程
度

　

②
名
鉄
フ
ェ
リ
ー　
　

自
転
車
運
賃

　
　
（
運
転
者
1
人
含
む
）４
割
引
程
度

▼
割
引
期
限

　

9
月
30
日
（
木
）
ま
で

▼
内　

容

　

フ
ェ
リ
ー
利
用
当
日
を
含
む
２
日
間

　

に
限
り
、
半
券
を
社
会
教
育
施
設
な

　

ど
で
提
示
い
た
だ
い
た
人
の
利
用
料

　

金
を
割
引
し
ま
す
。

①
伊
良
湖
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　

2
時
間
利
用
600
円
→
無
料

　

1
日
利
用　

900
円
→
300
円

②
田
原
市
博
物
館　

　

観
覧
料
210
円（
企
画
展
開
催
時
600
円
）

　

→
無
料

③
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご

　

観
覧
料
200
円
→
無
料

※
そ
の
他
、
東
三
河
地
域
の
一
部
社
会

　

教
育
施
設
に
つ
い
て
も
、
利
用
料
金

　

の
割
引
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

　

企
画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間

　

7
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

　

8
月
7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）

　

9
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）

▼
場　

所

　

鳥
羽
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル　

2
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
時　

間

　

10
時
～
15
時
30
分

▼
内　

容

　

マ
ス
ク
メ
ロ
ン
・
ト
マ
ト
・
キ
ャ
ベ

　

ツ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
旬
の
野
菜

問
い
合
わ
せ

　

愛
知
県
田
原
市
観
光
協
会

　
（
０
５
３
１
）
23
・
３
５
１
６

　

http://w
w

w
.taharakankou.gr.jp/

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の

存
続
に
向
け
て

自
転
車
で
海
を
越
え
よ
う
！

エ
コ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

伊
勢
湾
・
名
鉄
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
さ
れ
た
人
の

社
会
教
育
施
設
等
料
金
を

割
引
し
ま
す
！

田
原
市
の
お
い
し
い
農
産

物
を
販
売
し
ま
す
！

HP

田
原
市
観
光
協
会
よ
り
お
知
ら
せ

企
画
政
策
課　
　
　

44
・
０
２
０
５　
　
　

44
・
５
２
５
２

FAX
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と　

き　

８
月
24
日（
火
）～
30
日（
月
）

と
こ
ろ　

市
役
所 

３
階  

都
市
計
画
課

塩
屋
②
地
区
（
字
名
）　

　

広ひ
ろ
み見
の
一
部
、菅す
げ
た田
の
一
部
、釜か
ま
が
た
に

ヶ
谷

の
一
部
、
田た

ぐ
い杭
の
一
部

と　

き

　

７
月
15
日（
木
）
～
８
月
３
日（
火
）

と
こ
ろ　

浜
島
支
所 

３
階

●
登
記
準
備
区
域

　

次
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
遅
く
な
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
、
登
記
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

浜
島
町
浜
島
①
地
区
（
字
名
）

　

伯お
ば
が
た
に

母
ヶ
谷
の
一
部
、
小こ
む
か
い向

の
一
部
、

辨べ
ん
て
ん天

、
滝た
き
は
ま浜

、
與よ

そ

が

た

に

惣
ヶ
谷
、
切き
り
い
し石

の

一
部
、
赤あ

か
さ
き崎

の
一
部
、
田た
ぐ
い杭

の
一
部
、

那な

つ

か

し

都
珂
志
の
一
部

　

※
22
年
９
月
頃
登
記
予
定

※
予
定
よ
り
登
記
の
準
備
が
遅
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
正
し
い
位
置

や
形
、
大
き
さ
を
調
査
・
測
量
し
て
図

面
に
表
す
と
同
時
に
、
所
有
者
や
地
目

を
調
査
し
、
地
籍
を
明
確
に
す
る
事
業

で
す
。

　

調
査
区
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

 

昨
年
度
調
査
区
を

 

閲
覧
・
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
度
調
査
区
の
『
阿
児
町
立
神
⑥

地
区
』『
浜
島
町
塩
屋
②
地
区
』
の
閲

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。　

　

地
籍
調
査
の
結
果
を
必
ず
閲
覧
し
、

地
籍
簿
と
地
籍
図
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

立
神
⑥
地
区
（
字
名
）

前ま
や
ま山
の
一
部
、
口く
ち
な
し無
の
一
部
、
白し
ろ
き
し岸
、

長お
さ
だ
が
わ
ら

田
河
原
、
大お

し

げ
清
海

と　

き　

８
月
11
日（
水
）～
23
日（
月
）

と
こ
ろ　

立
神
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

都
市
計
画
課　
　
　

44
・
０
３
０
５　
　
　

44
・
５
２
６
２

阿
児
町
立
神
地
区
・
浜
島
町
浜
島
地
区
の

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

FAX

地デジ化
まで

残り１年！
視聴者の皆さん!
テレビはデジタルに移行お済みですか？

まだ従来のアナログテレビをご覧の皆さん！
　何もしないでそのままだと、来年の７月からテレビの番組が見られなくなってしまいます。
アナログ放送は今年の７月からは、ほとんどの局でテレビ画面の上下に、黒い帯（レーターボックス化）
がでて、一部で来年７月の終了に向けての注意喚起等の告知が送出されます。

テレビ画面の右上に「アナログ」と表示されていたら従来のテレビです。まれに地デジ対応テレビで
も表示されますが、リモコンの地デジボタンで地デジにもどるケースが多いです。地デジ対応テレビ
の画面表示は局名などの表示です。

お問い合わせ  総務省 三重県テレビ受信者支援センター（愛称：デジサポ三重）　  （０５９）９９３・５５１１
地デジコールセンター　  （０５７０）０７・０１０１

地籍調査・地デジ

12時
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今
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下

「
国
保
」
と
い
う
。）
税
率
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

合
併
後
５
年
間
は
、
旧
町
単
位
で
異

な
る
不
均
一
課
税
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
統
一
し
た
税
率
で

課
税
し
ま
す
。

　

ま
た
、
賦
課
限
度
額
が
改
正
さ
れ
、

医
療
給
付
費
分
は
「
47
万
円
」
か
ら

「
50
万
円
」
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
は
、「
12
万
円
」
か
ら
「
13
万
円
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
税
は
、
７
月
に
年
税
額
を
決
定

し
、
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

自
分
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
た
め
に
、

国
保
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
は
世
帯
主
が
納
め
ま
す

　

国
保
税
は
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世

帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て

も
、
同
じ
世
帯
の
誰
か
が
国
保
に
加
入

し
て
い
れ
ば
、
納
税
通
知
書
は
納
税
義

務
者
で
あ
る
世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

 国保税

国
保
税
の
納
付
方
法

　

国
保
税
の
納
付
方
法
に
は
、
口
座
振

替
ま
た
は
納
付
書
で
納
め
る
「
普
通
徴

収
」
と
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
「
特
別
徴
収
」
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

今
ま
で「
普
通
徴
収
」の
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
で
、
世
帯

主
が
介
護
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、「
特
別
徴
収
」
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者

で
な
い
、
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
で

あ
る
、
介
護
保
険
料
の
天
引
き
と
あ
わ

せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
場
合
は
天
引
き
さ
れ
ず
、「
普
通
徴

収
」
と
な
り
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更

　

年
金
天
引
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
課･

支
所

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
天
引
を
停
止
す
る
に
は

年
金
支
給
月
の
３
か
月
前
の
月
末
が
手

続
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、「
年
金
天
引
」
に
よ
る
納
付

を
継
続
す
る
場
合
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
納
期

①
普
通
徴
収

　

前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
仮

算
定
【
１
期
（
５
月
末
）・
２
期
（
６

月
末
）】
と
、
所
得
な
ど
の
確
定
後
に

年
税
額
を
決
定
し
た
後
の
本
算
定
【
３

期
（
７
月
末
）
～
10
期
（
２
月
末
）】

と
を
合
わ
せ
て
、
年
10
回
の
納
期
が
あ

り
ま
す
。

②
特
別
徴
収

　

年
金
受
給
月
に
世
帯
主
の
年
金
か
ら

天
引
き
し
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
確
定

す
る
ま
で
の
仮
徴
収
【
１
期
（
４
月
）・

２
期
（
６
月
）・
３
期
（
８
月
）】
と
、

所
得
な
ど
の
確
定
後
に
年
税
額
を
決
定

し
た
後
の
本
徴
収
【
４
期
（
10
月
）・
５

期
（
12
月
）・
６
期
（
２
月
）】
と
を
合

わ
せ
て
、
年
６
回
の
納
期
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
は
こ
う
し
て
決
ま
り
ま
す

　

国
保
税
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る

医
療
費
か
ら
、
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で

支
払
う
一
部
負
担
金
と
国
な
ど
か
ら
の

補
助
金
な
ど
を
差
し
引
い
て
決
め
ら
れ

ま
す
。

　

各
世
帯
の
国
保
税
は
、
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
す
。

保
険
課　
　

44･

０
２
１
３

44
・
５
２
６
０

FAX

平
成
22
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
率
を
決
定

世帯の年間保険税額

＝

世帯の加入者の所得に
応じて計算所得割

＋
世帯の加入者の資産に
応じて計算資産割

＋
世帯の加入者数に
応じて計算均等割

＋
一世帯にいくらと計算平等割

平成22年度国民健康保険税率
区　分 算定の基礎 医療分 支援金分 介護分

応
能
割

所得割
加入者それぞれの前年中の総所得から基
礎控除（33万円）を差し引いた額の合計
に応じて

5.10% 1.75％ 1.30%

資産割 加入者の当該年度の固定資産税額（土地・
家屋にかかるもの）に応じて 26.00% 8.00％ 8.50%

応
益
割

均等割 世帯内の加入者数に応じて 19,100円 7,300円 8,200円

平等割 加入世帯一律 18,700円 5,600円 4,500円

賦　課　限　度　額 500,000円 130,000円 100,000円
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年
齢
に
よ
っ
て
納
め
方
が
異
な
り
ま
す

【
40
歳
未
満
の
人
】

　

医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
を
合
わ
せ
て
、
国
保
税
と
し
て

納
め
ま
す
。
介
護
納
付
金
分
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る
と
き
は
、

40
歳
の
誕
生
日
の
あ
る
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
前
月
）
の
分
か

ら
介
護
納
付
金
分
を
納
め
ま
す
。

【
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
】

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、
介
護

保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

医
療
給
付
費
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
、
介
護
納
付
金
分
を
合
わ
せ
て
、

国
保
税
と
し
て
納
め
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
る
と
き
は
、

65
歳
に
な
る
前
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護

納
付
金
分
を
計
算
し
、
国
保
税
と
し

て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
納

め
ま
す
。

【
65
歳
以
上
75
歳
未
満
】

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、
介
護

保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
を
合
わ
せ
て
、
国
保
税
と
し
て
納

め
、
介
護
保
険
料
は
別
に
納
め
ま
す
。

国
保
税
の
軽
減

　

世
帯
の
合
計
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
は
、
均
等
割
・
平
等
割
に
７
割
・

５
割
・
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

離
職
）
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
と
し
て
、

失
業
等
給
付
を
受
け
る
人

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
提
示
が

必
要
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る

期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
保
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て

も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど

国
保
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

※
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成

21
年
３
月
31
日
以
降
）
に
離
職
し
た

人
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

21
年
度
の
国
保
税
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

【
軽
減
額
】

　

国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ

り
算
定
し
ま
す
が
、
軽
減
は
、
前
年
の

給
与
所
得
を
３
０
／
１
０
０
と
み
な
し

て
算
定
し
ま
す
。（
高
額
療
養
費
・
高
額

介
護
合
算
療
養
費
等
の
所
得
区
分
の
判

定
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。）

　

な
お
、
前
述
の
軽
減
対
象
者
に
該
当

し
な
い
場
合
で
も
、
次
に
掲
げ
る
人
は
、

国
保
税
の
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
本
人
の
意

思
に
反
し
て
職
を
失
っ
た
人

◦
経
済
状
況
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
困

難
と
な
り
廃
業
し
た
個
人
事
業
者

　

適
用
と
な
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

　

こ
れ
と
は
別
に
、
75
歳
以
上
の
人
が

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
し
た
場
合
の
軽
減
措
置
や
、
被
用
者

保
険
（
※
）
の
被
扶
養
者
か
ら
国
保
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
65
歳
以
上
の
人
の

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
…
協
会
け
ん
ぽ
（
旧
政

府
管
掌
健
康
保
険
）、
企
業
の
健
康
保

険
組
合
に
よ
る
健
康
保
険
、
船
員
保

険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
な
ど
を
い

い
、
市
町
村
国
保
お
よ
び
国
保
組
合

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

倒
産
な
ど
で
本
人
の
意
思
に
反
し

て
職
を
失
っ
た
雇
用
保
険
受
給
者

に
対
す
る
軽
減

　

今
年
４
月
か
ら
、
倒
産
な
ど
で
本
人

の
意
思
に
反
し
て
職
を
失
っ
た
雇
用
保

険
受
給
者
に
対
し
、
軽
減
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
・
軽
減
期
間
】

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
、
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

す
。
制
度
の
詳
細
、
申
請
時
の
必
要
書

類
な
ど
く
わ
し
く
は
、
保
険
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

国
保
税
の
所
得
割
額
は
、
前
年
の
所

得
を
も
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

正
し
く
所
得
申
告
を
し
な
い
と
、
国

保
で
受
け
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
給
付

や
、
所
得
に
応
じ
た
軽
減
措
置
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
等
の
更
新
の
お
し
ら
せ

　

70
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
人
に
交
付
す
る
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
、
70
歳
に
な
る
誕
生
月
の
翌
月

（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
誕
生
月
）
か

ら
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

や
入
院
す
る
場
合
に
利
用
す
る
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
申
請
し

た
月
の
初
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

○
高
齢
受
給
者
証
、
特
定
疾
病
療
養

 　

受
療
証
の
更
新

　

有
効
期
限
は
今
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
、
新
し
い
証
を

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

○
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
更
新
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

有
効
期
限
は
今
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
必
要
が
あ
る
人
に
は
、
更

新
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
更
新

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

区分 軽減基準所得（世帯合計所得）

７割
軽減 33万円

５割
軽減

33万円＋（24万5千円×世帯主
以外の被保険者と世帯主以外
の旧国保被保険者の合計数）

２割
軽減

33万円＋（35万円×世帯に属
する被保険者と世帯に属する
旧国保被保険者の合計数）
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 後期高齢者医療制度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保

険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
保
険
料
を

計
算
し
、
賦
課
し
ま
す
。

 

平
成
22
年
度
の
保
険
料
決
定
通
知
書

を
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
計
算
方
法

◆
保
険
料
の
軽
減
措
置

１
低
所
得
世
帯
に
係
る
軽
減

【
所
得
割
の
軽
減
】

　

基
準
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の
場

合
、
所
得
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、
１
５
３
万

円
を
超
え
２
１
１
万
円
ま
で
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
）

【
均
等
割
の
軽
減
】

　

次
の
基
準
に
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
係
る

　

軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
は
、
均
等
割
額
を
９
割
軽
減

し
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
の
減
免
、
猶
予

　

災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
生
活
困
窮
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
、
減
免
や
徴
収

猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
徴
収

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
年
金
の
受

給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
、
原

則
と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
合
わ
せ
た
額
が
、
年
金

の
支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
徴
収
月

仮
徴
収　

４
、
６
、
８
月

本
徴
収　

10
、
12
、
２
月

普
通
徴
収
の
納
期

※
各
期
の
納
期
限
が
土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

◆
納
付
方
法
を
口
座
振
替
へ
変
更
で
き

ま
す
。

　

口
座
振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の
人

は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
保
険
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
を
中
止
す

る
場
合
は
、
７
月
30
日
ま
で
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※
引
続
き
年
金
天
引
き
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
下
旬
に
三
重
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
会
か
ら
、
新
し
い
保
険
証

（
若
草
色
）
が
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
は
、

８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
受
診
の
際
は
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
入
院
し
た
と
き
は
・
・
・

　

世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
の
場

合
、
入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
病
院
の
窓

口
へ
提
示
す
る
と
、
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
保
険
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
（
０
５
９
）
２
２
１
・
６
８
８
３

保
険
課　
　

44
・
０
２
１
３

　
　
　
　
　

44
・
５
２
６
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
額
決
定
通
知
の
送
付

FAX

保険料の年額（限度額５０万円）

所得割額（所得に応じた額）
〔基準所得額（※）×6.83％〕

＋
均等割額〔36,800円〕

※基準所得金額とは、総所得金額
等から基礎控除額33万円を差し
引いた額

同一世帯の被保険者と世帯主の総所得の合計額 軽減後の額

33万円以下で、被保険者全員が年金収入80万円以下 3,680円
【9割軽減】

33万円以下 5,520円
【8.5割軽減】

33万円+被保険者数（世帯主は除く）×24万5千円以下 18,400円
【5割軽減】

33万円+被保険者数×35万円以下 29,440円
【2割軽減】

※判定は４月１日時点
※65歳以上の年金所得は、通常の公的年金控除以外に15万円を控除し

て計算します。

第 1 期 7 月末日
第 2 期 8 月末日
第 3 期 9 月末日
第 4 期 10 月末日
第 5 期 11 月末日
第 6 期 12 月 25 日
第 7 期 1 月末日
第 8 期 2 月末日
第 9 期 3 月末日

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
更
新
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お知らせ

不動産公売のお知らせ

　

９
月
中
旬
ご
ろ
、
入
園
に
つ
い
て
の

保
育
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人　

洗
心
福
祉

会
が
運
営
す
る
保
育
園
の
見
学
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

保
育
概
要

運
営
主
体　

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん洗せ

ん

心し
ん

福ふ
く

祉し

会か
い

名
　
　
称　
（
仮
称
）し
ま
の
杜も

り

保
育
園

定
　
　
員　

90
人

予 

定 

地　

阿
児
町
神
明
８
７
８
番
地

開
設
年
月　

平
成
23
年
４
月
開
設
予
定

入
園
年
齢　

生
後
57
日
目

～
小
学
校
入
学
前

保
育
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

７
：
00
～
19
：
00

土
曜
日

７
：
30
～
18
：
00

休
園
日　

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始

特
別
保
育　

低
年
齢
児
保
育
、
延
長
保

　
　
　
　
　

育
、
障
が
い
児
保
育

保
育
理
念

「
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
に
過
ご

せ
る
環
境
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
を
育
む
保
育
を
目
指
す
」

園
目
標

「
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
」

「
最
後
ま
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
子

ど
も
」

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人　

洗
心
福
祉
会

保
育
園
開
設
準
備
室

44
・
０
０
６
６

44
・
０
０
６
７

担　

当
：
山
田
・
小お

や
い
づ

柳
津

＊
認
可
保
育
所
と
は
、
保
育
士
の
人
数

や
施
設
設
備
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の

保
育
基
準
を
満
た
す
も
の
で
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
き
県
の
認
可
を
受
け

て
い
る
保
育
所
で
す
。

　不動産の公売を実施します。公売財産を買い受けたい人は、ぜひ入札に参加してください。

　○公売期日／７月２２日（木）入札 １０時３０分から１１時まで
　○公売場所／阿児町鵜方３０９８番地２２　市役所 ４階 ４０１会議室
　  　 ※公売に関する説明を公売期日 １０時から公売場所において行います。

公　 売　 財　 産
区分
番号

財産の
種　類 財 産 の 所 在 等 土地面積（㎡） 見積価額

建物面積（㎡） 公売保証金
S22-1 畑・宅地・居宅 阿児町安乗字預リ松１０１１番１

阿児町安乗字預リ松１０１１番３
計５５３. ２５ ３５０, ０００円
計１５７. ８２ ４０, ０００円

S22-2 宅地・居宅 磯部町迫間字網掛５３３番２１ ３２０. ０４ ５, １００, ０００円
計１４０. ２３ ５１０, ０００円

※区分番号 S22-1 の公売に参加するには「農地買受適格証明書」の提出または呈示が必要です。
　　　 ●買受希望者は事前に収税課までご連絡ください。
　　　 ●「不動産公売のお知らせ」を収税課、各支所窓口に備え付けてありますのでご覧ください。
　　　 ●入札に必要な書類（入札書等）は、公売当日に会場でお渡しします。
　　　 ●公売公告に記載されている公売財産は、区分番号単位で公売を中止する場合があります。
　　 　事前に公売中止の有無をご確認ください。
　　　 ●その他公売情報につきましては下記にお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

＜問い合わせ＞　収税課　　４４・０２１２　　　http://www.city.shima.mie.jp/HP

平
成
23
年
４
月
開
設
予
定
の

　

認
可
保
育
所
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

FAX
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72
・
５
５
５
５  　

72
・
３
９
４
９

　

伊
勢
え
び
祭
が
６
月
５
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
も
伊
勢
え
び
祭
保
存
会

の
気
配
り
を
い
た
だ
き
、
夜
の
部
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

踊
り
の
行
進
で
は
先
頭
部
分
で
提
灯

を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
、
ゲ
ス
ト
の
伊

勢
え
び
祭
盛
り
上
げ
隊
長
稲
川
淳
二
さ

ん
、
田
中
征
也
さ
ん
と
三
人
で
元
気
に

露
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

踊
り
手
、
観
客
あ
わ
せ
て
４
万
人
も
の

参
加
と
い
う
こ
と
で
、
汗
と
び
散
ら
せ

て
の
爽
快
で
快
活
な
踊
り
も
見
事
な

ら
、
会
場
の
観
客
も
総
参
加
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
楽
し
く
面
白

く
全
員
さ
わ
や
か
な
汗
と
満
顔
の
笑
み

の
も
と
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
企
画
参
加

を
さ
れ
た
実
行
委
員
会
の
方
々
に
は
ご

苦
労
様
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
摩
市
の
各
旧
町
に
は
そ
の

町
を
誇
る
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
合

併
し
て
５
年
が
た
ち
、
今
後
こ
の
祭
り

は
ど
う
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う

思
い
や
問
い
か
け
を
、
耳
に
す
る
機
会

が
あ
り
、
改
め
て
志
摩
の
祭
り
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
全
く
庶
民
的
な
も
の
で
、
い

ま
さ
ら
祭
り
の
説
明
か
と
思
い
ま
す

が
、
あ
ち
こ
ち
の
祭
り
に
参
加
し
、
よ

く
考
え
る
と
、
そ
れ
が
祭
り
な
の
か
イ

ベ
ン
ト
な
の
か
わ
か
り
に
く
い
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
本
来
の
祭
り
と
は
何

な
の
か
調
べ
て
み
る
と
、
実
に
多
様
な

議
論
が
あ
り
一
概
に
は
言
え
な
い
の
で

す
が
、
基
本
的
に
は
歴
史
的
に
形
作
ら

れ
た
も
の
で
、
ご
神
体
や
様
々
な
シ
ン

ボ
ル
を
か
つ
ぎ
、
独
特
の
し
き
た
り
や

ル
ー
ル
を
定
め
聖
な
る
場
所
と
時
間
を

か
も
し
出
す
も
の
、
非
日
常
の
時
を
共

同
体
で
過
ご
す
も
の
、
ま
た
地
域
全
体

で
季
節
ご
と
、
一
年
ご
と
に
繰
り
返
す

こ
と
で
そ
こ
に
住
む
一
員
と
し
て
の
仲

間
意
識
や
連
帯
感
を
育
て
る
も
の
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
は
企
画

者
の
観
点
か
ら
見
た
客
観
的
な
も
の
で

企
画
し
た
行
事
や
催
し
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
志
摩
市
の
中
で
は
祭
り

の
継
続
と
、
町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
と

の
議
論
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
を
継
続

発
展
さ
せ
て
い
く
機
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
志
摩
市
の
元
気
お
こ
し
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
の
祭
り
の
あ
り
方
と

再
構
築
、
加
え
て
市
か
ら
の
補
助
金
の

話
が
ま
な
板
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
そ
の
見
直
し
の
年
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
満
足
不
足
納
得
な
ど
補
助
金
の

議
論
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
参

加
し
て
、
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
の

お
話
か
ら
聞
い
て
い
き
た
い
と
思
い

す
。
ま
た
旧
町
別
の
祭
り
を
見
て
み
る

と
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
が
分
か
れ
て
い
る

も
の
、
神
事
の
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
が
混

合
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

主
催
者
・
参
加
者
と
も
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
祭
り
を
と
お

し
た
地
域
文
化
の
継
承
と
、
参
加
し
て

楽
し
い
祭
り
の
あ
り
方
、
そ
し
て
祭
を

と
お
し
て
の
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に

も
旧
町
の
枠
を
超
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
祭

に
参
加
し
て
、
大
い
に
人
生
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長コラム
Vol.19

FAX

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

７
月
11
日
（
日
）
か
ら
20
日
（
火
）

ま
で
の
10
日
間
「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」
が
県
内
で
展
開
さ
れ
、
次
の
４
点
が

重
点
項
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
と
す
る
取
り
組
み
】

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

こ
の
地
域
は
夏
期
に
は
レ
ジ
ャ
ー
客

な
ど
に
よ
り
交
通
量
が
増
え
、
ま
た
道

路
状
況
に
不
慣
れ
な
運
転
者
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
時
間
と
心
に

余
裕
を
持
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

乳
腺
・
内
分
泌
外
科
外
来
を

始
め
ま
し
た

　

志
摩
市
民
病
院
で
は
、
６
月
か
ら
乳

腺
・
内
分
泌
外
科
外
来
を
毎
週
水
曜
日

の
伊
藤
外
科
部
長
に
よ
る
一
般
外
科
外

来
に
併
設
し
て
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

乳
が
ん
検
診
を
含
め
た
乳
腺
全
般
の
疾

患
、甲
状
腺
・
副
甲
状
腺
（
上
皮
小
体
）・

副
腎
関
連
疾
患
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ

ら
の
診
断
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

志
摩
市
民
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

外来担当医表	 　　（平成22年4月1日現在）　
内科１診
（初診）

内科２診
（再診）

内科３診
（再診） 外　　科 整形外科

月曜日 林 医 師 第2週・第4週
代 務 医 師 鈴 木 医 師 竹 原 医 師

火曜日 中 本 医 師 林 医 師 和氣副院長 大 和 院 長 竹 原 医 師
水曜日 林 医 師 中 本 医 師 和氣副院長 伊 藤 医 師 大 谷 医 師
木曜日 中 本 医 師 松 森 医 師 和氣副院長 鈴 木 医 師 竹 原 医 師
金曜日 中 本 医 師 松 森 医 師 林 医 師 大 和 院 長 竹 原 医 師

※外来受付は、８時から11時30分で、診療時間は９時からです。
※外来担当医表は、都合により変更になることがありますのでご了承くだ

さい。
※時間外・休日・夜間も緊急の場合は、ご連絡ください。
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申
請
時
期
と
申
請
対
象
期
間

年
金
事
務
相
談

と　

き　

７
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
商
工
会
館　

持
ち
物　

①
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
②
職
歴
書
③
以
前
に
年
金
加

入
期
間
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の

回
答
④
年
金
受
給
者
の
人
は
年
金
証
書

ま
た
は
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
⑤
印

鑑※
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
①
～
④
は
配

偶
者
の
分
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
す
る
と
き
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
の
一
部
を
納
付
、
残
り
の
保

険
料
は
免
除
。

　

一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の
計
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
４
分
の
１
納
付
（
３
，
７
8
０
円
）

　
　
　

↑
年
金
額 

５ 

／
８ 

・
半
額
納
付
（
７
，
５
５
０
円
）

　
　
　

↑
年
金
額 

６ 

／
８

・
４
分
の
３
納
付
（
１
１
，３
３
０
円
）

　
　
　

↑
年
金
額 

７
／
８

　

一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き
一

部
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納

と
同
じ
）
と
な
る
た
め
、
将
来
の
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま

た
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

※
全
額
免
除
制
度
と
一
部
納
付（
一
部
免

除
）制
度
は
、申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
人
も
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
平
成
22
年
４
月
～
６
月
分
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
前
々
年（
平
成
20

年
）の
所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
と

年
金
は
ど
う
な
る
の
？

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
の
た
め
、
申
告

な
ど
を
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
の
全
額
（
１
５
，１
０
０
円
）

が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
年
金

額
が
１
／
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
る
年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年

以
内
（
平
成
12
年
７
月
分
は
平
成
22
年

７
月
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
は
、
保
険
料
免
除
な

ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、退
職（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

　

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま

た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
特
例
免
除
に
つ
い

て
は
、
配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職
さ

れ
た
場
合
に
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て

○
申
請
先

・
市
役
所
市
民
課
・
各
支
所

・
も
よ
り
の
年
金
事
務
所

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）

・
失
業
な
ど
に
よ
り
免
除
を
申
請
す

る
人
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど

知って安心！

   国民年金 
市民課　　　　　　44・0210
　　　　　　　　　44・5260
伊勢年金事務所　  （0596）27・3604

FAX

国民年金

申請時期 対象年度 申請対象期間

平成 22 年７月１日
～

平成 22 年７月 30 日

平成
21 年度

平成 21 年７月分
～

平成 22 年６月分

平成
22 年度

平成 22 年７月分
～

平成 23 年６月分

平成 22 年８月２日
～

平成 23 年７月 29 日
平成

22 年度
平成 22 年７月分

～
平成 23 年６月分
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今年で 50 回を数えた伊勢えび祭が浜島町の浜島海浜公園で
盛大に開催されました。水産資源の繁殖と豊漁、また市民の
安全と繁栄を祈願した感謝祭が行われた後、じゃこっぺ踊り
コンテストも開かれ、夜には約 1,500 人を超えるじゃこっぺ
パレードに、見物客も自然にリズムを取っていました。

しま市民活動フェスタ2010
　　 5月23日

愛知県豊川市で豊川おいで
ん祭が開催され、旧磯部町
時代から交流のある志摩市
も参加し、食の観光ＰＲを
しました。

豊川おいでん祭 　　　　　　　　  ５月22日～23日

市自治会連合会が阿児アリーナで開催しました。
市は今年度の主要事業などの説明を行い、自治会は活動報告を行いました。
その後の質疑応答では、市民の皆さんから意見が出されました。

自治会市政懇談会　　　　　　　　　　　 5月27日

ゆるやかなボランティア活動（通称：ゆるボラ）
がともやま公園で開催されました。参加した 54
人の皆さんは、青空の下、一緒に汗を流してご
み拾いなどを行い、交流を深めていました。

「ゆるボラ」第1弾！
ヘルス＆クリーンウォーキング
inともやま　　　　　　　　 5月16日

トピックス

市民活動支援センター【あす
ぱ～る】も参加しました。
あすぱ～るとして企画した

「Dream Tree ～想いをつむ
ぐ木～」も大好評をいただ
き、たくさんの人で賑わいま
した。

市民活動フェスタが阿児アリーナで開催されま
した。大勢の人が参加し、さまざまなイベント
を通じて、交流を深めながら、まちづくりを考
える機会としていました。

伊勢えび祭最大の見どころ、巨大な伊勢えびみこしが繰り出すと、あ
たりは熱気であふれ、祭りは最高潮に達しました。参加者全員での総
踊りの後には、フィナーレの花火があがり、伊勢志摩に初夏をつげま
した。

伊勢えび祭
6月5日
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トピックス

２００９年秋、農林水産省の支援により全国８
都市で始まった住民参加型の市場（マルシェ）
が、名古屋市西区にあるノリタケの森で開催
されました。生産者が自分たちでつくった新鮮
な農林水産物を直接手渡しで販売することがで
き、志摩市も新鮮な特産物を販売しました。

自然観察会が阿児町立神で行われました。英虞湾の奥
部には、海の中に緑の草原が広がる「アマモ場」や、
多くのカニや貝が暮らす「干潟」があります。大潮で
大きく広がった干潟で、石をめくって、カニや貝、小
魚などを採取し名前を調べたり、生態を観察しました。

穂木の採取や接ぎ木の仕方などの講習会を市役所で開催し
ました。講習会に参加した人たちは、講師の話に真剣に耳
を傾け、熱心にメモをとっていました。

市立図書館では、毎月第１土曜日と第 4 月
曜日におはなし会を行っています。参加し
た子どもたちは、絵本の読み聞かせに聞き
入ったり、手あそび、エプロンシアターな
どを楽しんでいました。

マルシェジャポン　　　  6月12日

干潟・アマモ場の生きもの観察会
5月29日

柿の接木講習会	 5月27日

おはなし会　　　　　　6月5日

答礼人形ミス三重と青い目
の人形は、県内１０会場で
の展示を終え、再びアメリ
カのネブラスカ州立博物館
に戻ります。志摩市会場で
展示されていた肖像画が制
作者である志摩地区実行委
員長清崎博さんから寄贈さ
れることになりました。

ミス三重肖像画寄贈

市内で暮らす外国人が、生
活や仕事をしていく上で必
要な日本語を楽しく学習し
ながら、習得してもらおう
と開講しました。参加者は、
楽しみながら真剣に学んで
いました。

しま日本語教室
開講	 6月4日

的矢湾の伊雑の浦で、アマモ場の再生に取り組
んでいる漁業者の皆さんと、的矢湾の海の環境
について勉強している的矢中学校の 1 年生が共
同でアマモの種子を採る作業を行いました。生
徒たちは、自分たちで考えた手作りの道具を手
に真剣な表情で取り組んでいました。

的矢湾にアマモ場を再生  　6月8日

市では、６月１日から９月３０
日までの間、職員は、クールビ
ズ（軽装）、室温は２８℃設定
として、地球温暖化防止に取り
組んでいます。

クールビズ    6月1日
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ぽっかぽか広場
鵜方児童館　　　43・6044　13日火 10時～11時 30分

育児サークルこえびちゃん
浜島生涯学習センター　  53・1511　  53・1556 毎週火・木・土

育児サークル
わらじっ子　毎週火・金 9時30分～11時30分
おしゃべり広場　15日木 9時 30分～11時 30分
大王保健センター　　72・5963　　72・5964

園庭開放・遊戯室開放
浜島保育所　  53・1220　  53・1283 毎週水 9時～11時30分
大王第三保育所　　72・2264 毎週水 9時～11時30分
船越保育所　　72・2363　毎週月 10時～11時30分

園庭開放
志島保育所　　45・2215　15日木 9時30分～11時30分
和具保育所　　85・3217　月～金 10時～12時　

布施田保育所　 85・4904　毎週水 9時30分～11時30分
ひのでが丘保育所　　55・0577　8日木 9時 30分～11時
ひまわり保育所　　55・0177　22日水 9時 30分～11時
下之郷保育所　　55・2347　毎月第１木 9時 30分～11時

磯部子育て支援センター　　55・1741　　56・0750
育児相談　月～金（祝日を除く）9時～12時　13時～16時
子育てサロン　月～金（祝日を除く）9時～12時　13時～15時
ひよこクラブ（0・1歳）　13日 火 10時～11時 30分
ひよこクラブ（2歳以上）　14日 水 10時～11時 30分

志摩子育て支援センター　　　85・0940
育児相談　月～金（祝日を除く）9時～12時　13時～16時
子育てサロン　月～金（祝日を除く）9時～12時  13時～15時
阿児子育て支援センター　　　43・9900
ほっぺ広場　毎週金 9時 30分～12時
育児相談　月～金（祝日を除く）9時～12時　13時～16時
子育てサロン　月～金（祝日を除く）9時～12時  13時～15時

7月の子育て支援事業のご案内

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
高
齢
社
会

が
本
格
化
す
る
中
で
、
家
庭
や
施
設
内

で
の
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
が
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
家
庭
環
境
が
多
様

化
し
、
家
族
間
の
絆
も
脆
弱
な
関
係
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、
周
囲

か
ら
そ
の
意
思
を
尊
重
さ
れ
て
生
活
す

る
、
そ
の
人
自
身
が
尊
厳
を
も
っ
て
過

ご
す
こ
と
は
、
介
護
の
必
要
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
し

か
し
現
実
に
は
、
家
族
や
親
族
、
施
設

職
員
な
ど
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す

る
「
高
齢
者
虐
待
」
が
新
た
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
辛
く
て
も
不
満

が
あ
っ
て
も
、
声
を
出
せ
な
い
人
も
い

ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
身
近
に
も
、
そ
の

よ
う
な
方
が
い
ま
せ
ん
か
？　

　

高
齢
者
虐
待
は
、
そ
の
人
の
尊
厳
を

踏
み
に
じ
り
、
最
悪
の
場
合
、
命
に
関

わ
る
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

　

密
室
の
出
来
事
と
し
て
表
面
化
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
入
所
者

も
含
め
、
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
し
、

高
齢
者
を
保
護
し
、
養
護
者
を
支
援
す

る
た
め
、「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
が

２
０
０
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
同
時
に
「
志
摩
市
要

介
護
者
等
の
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
条

例
」
も
制
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、暴
力
的
な
行
為（
身

体
的
虐
待
）
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
言
や
無
視
、
い
や
が
ら
せ
（
心
理
的

虐
待
）、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
さ
せ
な
い
、
世
話
を
し
な
い
な
ど

の
行
為
（
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放

任
）
や
、
本
人
の
了
解
を
得
な
い
で
年

金
や
資
産
を
使
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
行

為
（
経
済
的
虐
待
）
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
な
か
に
は
性
的
な
い
や
が
ら
せ

な
ど
（
性
的
虐
待
）
も
あ
り
ま
す
。「
高

齢
者
虐
待
」
は
、
虐
待
を
し
て
い
る
人

に
自
覚
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
い
て

も
、
虐
待
の
自
覚
が
な
い
こ
と
が
多
い

の
も
特
徴
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
防
止
・
早
期
発
見
す

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
高
齢
者
虐
待

を
「
身
近
な
問
題
で
あ
る
」
と
意
識
し

て
い
た
だ
き
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

見
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど

が
、
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
一
助
に
つ

な
が
り
ま
す
。
家
族
や
親
族
な
ど
が

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
、
さ
さ
い
な
こ
と

と
思
っ
て
い
て
も
、
積
み
重
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
高
齢
者
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
や
施
設
な
ど
で
、
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
人

は
、
市
の
高
齢
者
虐
待
対
応
の
相
談
窓

口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
総
合
支
援
室 　

44
・
０
２
８
０

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

すく すく
ラ ン ド

す
く

す
く

　
　
　コ
ラ
ム

ハ
プ
ニ
ン
グ

　

縁
が
あ
り
、
海
の
町
で
の
生

活
も
十
年
近
く
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
土
地
の
風
習
、
言

葉
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
と

戸
惑
う
日
々
で
し
た
。
今
も
二

人
の
娘
と
奮
闘
中
で
す
。

　

一
度
目
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
下

の
娘
を
妊
娠
し
た
時
で
し
た
。

定
期
検
診
に
行
っ
て
そ
の
ま
ま

入
院
、
そ
の
日
か
ら
お
姉
ち
ゃ

ん
は
お
父
さ
ん
と
二
人
で
過
ご

す
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

三
週
間
が
過
ぎ
保
育
所
で
の

初
め
て
の
運
動
会
も
終
っ
た

頃
、
二
度
目
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
、

お
父
さ
ん
が
仕
事
中
に
ケ
ガ
を

し
て
入
院
で
す
。

　

ま
だ
自
分
の
思
い
を
言
え
な

い
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
じ
さ
ん
の

所
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
両
親

が
い
な
い
不
安
な
生
活
を
一
か

月
程
過
ご
す
経
験
を
し
て
少
し

臆
病
な
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
あ
が
っ
て
、
人
前

で
発
表
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い

て
き
た
の
か
大
き
な
声
で
発
表

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
手
伝
い
も
妹
の
面
倒
も
よ
く

み
て
く
れ
て
、
思
い
や
り
の
あ

る
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

こ
の
子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
と

一
緒
に
泣
い
て
笑
っ
て
成
長

し
、
志
摩
の
き
れ
い
な
海
に

ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
健
康
で
笑

顔
で
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
私

の
願
い
で
す
。（
片
田
保
育
所
）

人
権
啓
発
推
進
課 　
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・
０
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■

▲
▲
▲
▲

●
●
●
●

カレンダー（7月11日～8月7日まで）

日 月 火 水 木 金 土

⁷⁄₁₁ 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

⁸⁄₁ 2 3 4 5 6 7

●市立図書館休み　▲志摩・磯部休み
■市立・志摩・磯部休み

火
ほ む ら

群のごとく ★地球温暖化図鑑
あさのあつこ／著【小説】 布

ぬの

村
むら

明
あ

彦
きひこ

／著　松
まつ

尾
お

一
いち

郎
ろう

／著【地球】

山河豊かな小藩、少年剣士たちは身内の
死や身分の葛藤を越え成長してゆく。子
供と大人の境にある凛々しく、まばゆい
一瞬の季節を描く青春時代小説。

凶暴化する台風、ふえる干ばつ、突然の
ゲリラ豪雨 ･･･。身近な現象から世界規
模の問題まで、地球温暖化のすべてを豊
富な図版と写真で解説。

日本の歴史おもしろ英雄伝 ★どうしちゃったの？ねずみくん
楠
くすのき

木誠
せい

一
いち

郎
ろう

／著【歴史】 上
うえ　の　のり　こ

野紀子／絵　なかえよしを／作【絵本】

聖徳太子の正体は？紫式部の好物は何
だったのか？織田信長は本能寺で死んで
いない？英雄５０人の知られざる、おも
しろエピソードを紹介。

ねずみくんに元気がありません。心配し
たあひるさん、さるくん、ぞうさんたち
は、それぞれ得意の曲芸でねずみくんを
笑わせようとするのですが ･･･。

イベント案内　※７月17日～8月7日までのイベントをご案内します

館室名 と　　　　き 内　　　　容

阿児

７月26日（月）11時～ おはなし会（赤ちゃんむけ）
７月31日・８月７日（土）　11時～ おはなし会
７月24日（土）11時～ おはなし会と手作り工作
７月30日（金）～８月１日（日） 図書・雑誌リサイクルフェア
８月７日（土）14時～ エコバッグとしおり作り（要予約）

志摩
７月24日（土）14時30分～ よみきかせかい
８月４日（水）11時～ よみきかせかい（赤ちゃんむけ）
８月４日（水）14時～ エコバッグとしおり作り（要予約）

磯部
７月17日（土）13時30分～ 古文書学習会
７月28日（水）10時30分～ 藍染教室（要予約）
８月３日（火）10時～ 石包丁作り（要予約）

 

な
つ
か
し
浦

　

む
か
し
、
浜
島
の
本
崎
に
狩
り
の
じ
ょ
う
ず
な
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
と
、
釣
り
の
じ
ょ
う
ず
な
兄
が
住
ん
で
い
た
。
ミ
コ
ト

は
兄
の
釣
り
道
具
を
借
り
て
釣
り
に
出
か
け
、
兄
が
大
事
に
し
て

い
た
釣
り
針
を
魚
に
と
ら
れ
、
兄
に
あ
や
ま
っ
た
が
、
ゆ
る
し
て

く
れ
な
い
の
で
、
海
辺
で
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
一
人
の
老
人

が
現
れ
て
、「
竜
宮
城
へ
行
っ
て
海
の
神
様
に
き
け
ば
必
ず
探
し

て
く
れ
ま
す
」
と
教
え
た
の
で
、
ミ
コ
ト
は
竜
宮
城
に
行
き
、
美

し
い
豊
玉
姫
と
出
会
い
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
三
年
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
竜
宮
城
へ
き
た
わ
け
を
話

す
と
、
豊
玉
姫
の
父
の
竜
王
は
、
海
じ
ゅ
う
の
魚
を
呼
び
集
め
、

タ
イ
の
の
ど
に
さ
さ
っ
て
い
た
釣
り
針
を
探
し
だ
し
、
ワ
ニ
ザ
メ

に
ミ
コ
ト
夫
婦
を
乗
せ
て
帰
し
た
。
姫
の
お
な
か
に
は
、
ミ
コ
ト

の
子
が
宿
っ
て
お
り
、
産
み
月
が
近
く
な
っ
た
の
で
、
浜
島
に
産う

ぶ

屋や

が
つ
く
ら
れ
た
。や
が
て
生
ま
れ
る
と
き
に
な
る
と
、姫
は
、「
私

は
こ
れ
か
ら
子
を
産
み
ま
す
が
、
け
っ
し
て
産
屋
の
中
を
の
ぞ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
念
を
押
し
て
た
の
み
、産
屋
に
入
ら
れ
た
。

　

中
の
様
子
が
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
い
ミ
コ
ト
は
、「
オ

ギ
ャ
ー
、
オ
ギ
ャ
ー
」
と
元
気
な
声
を
聞
く
と
、
姫
の
言
葉
も
わ

す
れ
て
、
産
屋
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
玉
の
よ
う
な
男
の
子

を
抱
い
て
い
た
の
は
、
姫
で
は
な
く
お
そ
ろ
し
い
竜
で
あ
っ
た
。

　

竜
は
か
な
し
げ
に
、「
あ
れ
ほ
ど
た
の
ん
だ
の
に
、
私
の
本
当

の
姿
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
、
姫
は
竜
宮
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

姫
は
、
ミ
コ
ト
の
ほ
う
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、「
あ
あ
な
つ

か
し
や
、
な
つ
か
し
や
」
と
い
い
な
が
ら
、
海
を
渡
っ
て
竜
宮
へ

帰
っ
て
い
っ
た
。
姫
の
言
葉
に
ち
な
ん
で
、浜
島
の
入
り
江
を
「
な

つ
か
し
浦
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

〔「
浜
島
町
史
」
よ
り
〕

む
か
し
ば
な
し 

⑮

志摩市立図書館　　43･8000　　43･8003　志摩図書室　　85･7801　　85･7800　磯部図書室　　55･2881　　55･2935

図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

FAX FAX FAX
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公
共
用
水
域
の
生
活
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
４
月
１
日
以
降
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

　

次
の
区
域
を
除
い
た
市
全
域
で
す
。

●
阿
児
町
小
向
井
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域

●
賢
島
に
あ
る
民
間
集
合
排
水
処
理
区

域
●
下
水
道
処
理
区
域
【
磯
部
町
の
坂
崎
、

的
矢
、
阿
児
町
の
神
明
、
立
神
、
安

乗
、浜
島
町
の
迫
塩
桧（
迫
子
・
塩
屋
・

桧
山
路
）、
大
王
町
の
船
越
処
理
区
】

※
以
上
の
各
地
区
に
は
、
下
水
道
区
域

外
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
条
件

●
個
人
で
あ
る
こ
と
。（
法
人
は
補
助

対
象
外
）

●
専
用
住
宅
又
は
店
舗
併
用
住
宅
で
あ

る
こ
と
。（
建
売
住
宅
・
別
荘
・
店

舗
等
は
補
助
対
象
外
）

●
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
い
て

居
住
す
る
こ
と
。（
現
住
所
が
浄
化

槽
設
置
場
所
と
異
な
る
場
合
は
、
完

成
後
、
た
だ
ち
に
住
民
票
を
浄
化
槽

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、
浄

化
槽
法
で
①
保
守
点
検
②
清
掃
③
法
定

検
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
保
守
点
検
（
県
登
録
業
者
実
施
）

　

汚
水
が
正
し
く
分
解
処
理
さ
れ
る
よ

う
に
、
汚
泥
の
管
理
や
槽
内
の
装
置
・

付
属
機
器
の
点
検
や
調
整
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
点
検
回
数
は
、
浄
化
槽
機
種

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
そ
の
機
種
に

応
じ
た
法
定
回
数
以
上
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

②
清
掃
（
市
許
可
業
者
実
施
）

　

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
、
浄
化
槽
の
槽
内
に
溜
ま
っ

た
汚
泥
の
抜
き
取
り
や
機
器
類
の
清
掃

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
清
掃
の
時
期
は

保
守
点
検
の
結
果
で
判
断
さ
れ
ま
す

が
、
年
１
回
（
全
ば
っ
き
方
式
は
年
２

回
）
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査
（
県
水
質
保
全
協
会
実
施
）

　

浄
化
槽
の
適
正
な
設
置
状
況
や
保
守

点
検
・
清
掃
が
適
切
に
行
わ
れ
、
浄
化

槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
年
１
回
検
査
し
ま
す
。
検

査
は
、
三
重
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た

設
置
場
所
へ
移
す
こ
と
）

●
10
人
槽
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
敷
地
内
建
物
す
べ
て
の
水
ま
わ
り
設

備
か
ら
の
排
水
を
浄
化
槽
へ
接
続
す

る
こ
と
。

●
補
助
年
度
内
に
設
置
す
る
こ
と
。（
完

成
が
翌
年
の
３
月
末
日
ま
で
で
あ
る

こ
と
）

●
着
工
前
に
補
助
金
申
請
す
る
こ
と
。

※
着
工
前
に
必
ず
環
境
課
に
相
談
し
て

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
社
）
三
重
県
水
質
保
全
協
会
が
実
施

し
ま
す
。

　

同
協
会
か
ら
各
家
庭
に
法
定
検
査
実

施
の
案
内
が
届
き
ま
す
。

　

既
に
使
用
廃
止
し
た
浄
化
槽
に
つ
い

て
、
検
査
の
通
知
が
届
い
た
場
合
は
、

同
協
会
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
場
合
は
、
市
環

境
課
を
経
由
し
、
伊
勢
農
林
水
産
商

工
環
境
事
務
所
環
境
室
に
浄
化
槽
廃

止
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問（
社
）三
重
県
水
質
保
全
協
会
検
査
部

（
０
５
９
）２
２
６
・
０
０
１
０

環
境
課　
　

44
・
０
２
２
８

※
イ
ラ
ス
ト
は
、
浄
化
槽
の
日
実
行
委
員

　

会
（
社
）
全
国
浄
化
槽
団
体
連
合
会
資

　

料｢

合
併
処
理
浄
化
槽
と
上
手
に
つ
き

　

あ
う
方
法｣

よ
り
引
用

浄
化
槽
設
置
補
助
金
制
度
の

お
知
ら
せ

浄
化
槽
維
持
管
理
に

つ
い
て

人槽区分

補助金額
一般型浄化槽 高度処理型浄化槽

基準床面積等
BOD（20mg/
L 以下）除去
能 力 を 有 す
るもの

チ ッ ソ
（20mg/L 以
下 ） ま た は
リ ン（1mg/
L 以下）除去
能 力 を 有 す
るもの

BOD（5mg/
L 以下）除去
能 力 を 有 す
るもの

５人槽 332,000円 444,000円 489,000円 130㎡以下
７人槽 414,000円 486,000円 654,000円 130㎡超

１０人槽 548,000円 576,000円 903,000円 二世帯住宅

浄化槽

問　

環
境
課　
　

44
・
０
２
２
８
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～マンモグラフィ（エックス線撮影・触診）による乳がん検診・子宮頸部がん検診～
地区 と　き ところ 受付時間 定員 問い合わせ・申し込み先 申込開始日

志摩 7月27日（火）
※マンモグラフィのみ

志摩支所 13：00～14：30 乳がん
40人 大王保健センター 7月 6日（火）

阿児 8月19日（木） サンライフあご 13：00～14：30 乳がん40人
子宮がん60人 総合保健センター 7月29日（木）

※7月27日（火）は、乳がん（マンモグラフィ）検診のみ実施です。

～超音波（エコー）による乳がん検診～
地区 と　き ところ 受付時間 定員 問い合わせ・申し込み先 申込開始日

大王 7月30日（金） いきいき館　水仙 13：00～14：30
40人／日

大王保健センター 7月 9日（金）

阿児 8月 9日（月） サンライフあご 13：00～14：30 総合保健センター 7月20日（火）

場　　所　県志摩庁舎 2 階

電話番号　43・5899

診療科目　内科・小児科

診療時間
□印の日は夜間

　19：30～22：00

○印の日は昼間（日曜・祝日診療の日）

　9：30～12：30　13：30～16：30

～ 志摩市休日夜間応急診療所 ～

                         
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

                  
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

7月

8月
※県志摩庁舎正面玄関前駐車場は
　使用できませんので、庁舎南側
　駐車場をご利用ください。

持 ち 物　・健康保険証
・バスタオル（乳がん検診のみ）
・健康手帳（40歳以上の人：お持ちでない人は発行します）
・三重乳がん検診ネットワークカード
（マンモグラフィのみ：以前に乳がん検診を受けられた
人で、お持ちの場合）

自己負担額　各1,200円
下記※に該当する人は、すべてのがん検診が無料になります。
※ 70 歳以上の人
　（年齢基準日：平成23年４月１日）
※市の国民健康保険に加入している人

対 象 年 齢　・乳がん
マンモグラフィ：40 歳以上で偶数年齢の女性
超音波（エコー）：30 歳～ 39 歳の女性
41 歳以上で奇数年齢の女性

・子宮頸部がん　　：20 歳以上で偶数年齢の女性

各種がん検診受診上の注意
・対象年齢は、平成23年４月1日時点

での年齢となります。
・同じ検診を年に２回受診した場合は、

２回目は全額自己負担になります。
・集団検診の結果は、受診日の約３週

間後に自宅に郵送されます。

問い合わせ
総合保健センター　
　　44・1105　　44・1102
大王保健センター
　　72・5963　　72・5964
磯部保健センター
　　55・4011　　56・0750

FAX

FAX

FAX

400ml献血にご協力ください
と　き ところ

7月22日(木)  13：00～16：00 マックスバリュ鵜方店
※対象…年齢18歳～64歳で体重50㎏以上の人

がん検診

※集団・個別検診ともに健康保険証を必ずご持参ください。お持ちでない場合は受診できないことがあります。
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「緑の募金」へのご協力ありがとう
ございました

㈳三重県緑化推進協会
　（059）224・9100
　（059）224・9118
農林課　　 44・0288　  44・5262

募金額は 2,657,577 円で、目標金
額を大きく上回るものとなりまし
た。この募金は森林ボランティア活
動の支援などを通して、森林・緑づ
くりのために使われます。今後とも
一層のご理解とご協力をお願いいた
します。

子育てたすけあい講座

市ファミリー・サポート・センター
　　　44・0892
とき・ところ　７月14日（水）
阿児アリーナ 10 時～ 12 時
内　容
たすけあいができる町にするために
講　師
三重みなみ子どもネットワーク
　　理事長　秋山　則子さん
※託児の希望がある場合は、事前に

ご相談ください。

協働事業提案制度がスタートします

企画政策課　　 44・0205
　　　　　　　 44・5252

さまざまな地域課題の解決に協働
して取り組むために「協働事業提案
制度」を実施します。地域で活動す
る市民活動団体などの皆さんが、日
ごろの活動の中で、市民ニーズや地
域課題を捉え、市とともに取り組む
ことで「こんな課題を解決できる」

「よりよいまちをつくることができ
る」などのアイデアを、協働事業と
して募集します。くわしくは、広報
しま８月号に掲載します。

内閣総理大臣名の書状を贈呈します

総務省大臣官房総務課管理室業務担当
　（03）5253・5182
先の大戦で、外地など（事変地や

戦地の区域）に派遣され、戦時衛生
勤務に服した旧日赤救護看護婦およ
び旧陸海軍従軍看護婦（慰労給付金
受給者を除く）に対して、ご苦労に
報いるため内閣総理大臣名の書状を
贈呈します。
請求期限
平成23年３月31日（木）

バス車内事故防止にご協力ください

７月１日から31日まで、走行中の
バス車内での事故を防止するため、
三重県バス協会による「車内事故防
止キャンペーン」が実施されます。

バスを利用する皆さんには、バス
が完全に止まってから席を立つなど
安全の確保にご協力いただくととも
に、マイカーを運転する皆さんには、

「無理な割り込み」や「急な飛び出し」
などをしない優しい運転で、バス車
内での事故防止にご協力をお願いし
ます。

爆音機使用は周囲への気配りを！

農林課　　44・0288　　44・5262
　野生鳥獣による農作物被害は、被
害農家にとっては大変深刻な問題で
す。爆音機などの使用は不可欠なこ
とではありますが、近年、住宅地な
どの情勢も様変わりし、付近の住民
から騒音に対する苦情が寄せられる
ことがあります。特に病人や赤ちゃ
んがいる家庭では爆音機の音が切実
な問題となっています。

爆音機の音を制限または禁止する
定めはありませんが、お互いに相手
の立場を考え、気持ちよく暮らせる
よう設置については下記の点に注意
し、十分な配慮をお願いします。
○住宅地からできるだけ離れた場所

へ設置するよう心がけてください。
○爆音機の方向を住宅地に向けない

でください。
○音の鳴る間隔を空けるなど配慮し

てください。
○夜間など迷惑になる時間帯（特に

早朝・深夜）には使用しないでく
ださい。

全国海難防止強調運動の実施

鳥羽海上保安部　
　　（0599）25・0118
（緊急時は、局番なしの 118）

全国海難防止強調運動が７月 16
日（金）から 31 日（土）まで実施
されます。鳥羽海上保安部では、海
のレジャーを楽しむため次の３点の
普及に努めています。
○ライフジャケットの常時着用
○携帯電話防水パックの使用
○海のもしもは「118」へ

無理のない計画で、海の事故を未
然に防ぎましょう。

FAX

FAX

FAX

FAX

お知らせ
！

FAX

食品衛生講習会
県食品衛生協会　志摩支部　　 43・5112
内　容　食品衛生
対象者　どなたでも参加できますので、食
品衛生に興味のある人は気軽に参加してく
ださい。

地　区 と　き 時 間 会　場　名

阿児会場 ７月５日（月）

14時～

阿児アリーナ

志摩会場 ７月８日（木） 志摩文化会館

浜島会場 ７月14日（水） 浜島生涯学習センター

大王会場 ７月15日（木） 大王公民館
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HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

地球にいいことはじめよう～
「こどもエコクラブ」メンバー募集！

環境課　　 44・0228　　 44・5261
こどもエコクラブって何？

幼児から高校生までなら誰でも参
加できる環境活動クラブのことです。

こどもエコクラブって何をするの？
特に決められた活動はありません。
子どもたちの興味や関心のあるこ

とについて、地域や学校、家庭の中
で身近にできる地球にやさしい活動
について自由に取り組みます。

エコクラブのメンバーになったら？
メンバーズバッジや活動に役立つ

ファイル、環境情報満載のエコ新聞
（年４回発行）が無料でもらえます。

メンバーになるには？
近所の友達や学校のクラスメイ

ト、家族など２人以上の仲間と、活
動を支える大人（サポーター）を集
め、クラブ登録用紙を環境課へ提出
してください。

仲間が集まればいつでも登録でき、
年会費なども一切かかりません。

クラブの登録用紙は？
環境課窓口か市ホームページから

ダウンロードできます。また、環境
課から郵送することも可能です。

がんばりアース軍団

調理師・製菓衛生師試験

伊勢保健福祉事務所　志摩衛生指導課
　　43･5111
試験日時　10 月 24 日（日）
　　　　　10：00 ～正午
試験会場　三重大学、県熊野庁舎
受験資格
（調理師）中学校卒業者であり２年
以上の調理業務従事経験がある人
（製菓衛生師）中学校卒業者で厚生
労働大臣の指定する製菓衛生師養成
施設において１年以上製菓衛生師と
して必要な知識および技能を修得し
た人および２年以上の調理業務従事
経験がある人
受付期間
（調理師）８月２日（月）～ 11 日（水）
（製菓衛生師）

８月 12 日（木）～ 20 日（金）
受付場所　伊勢保健福祉事務所志摩
衛生指導課※土・日曜日の受け付け、
郵送受け付けはしません。

裁判所職員採用試験案内

津地方裁判所事務局総務課人事第一係
　　（059）226・4805
試験の種類　裁判所事務官採用Ⅲ種
試験（高等学校卒業程度）
受験資格　平成元年４月２日から平
成５年４月１日までに生まれた人
受付期間
７月13日（火）～ 22日（木）
試験日

第１次試験　９月12日（日）
第２次試験　10月12日（火）～
　　　　　　　　25日（月）

（口述試験受験票で指定する日）

認知症に関する研修会

ふくし総合支援室　　 44・0280
　　　　　　　　　 44・5260

と　き　７月 15 日（木）
　　　　13 時 30 分～ 15 時
開催場所　市役所４階　401 会議室
講　師　いせ山川クリニック院長

　　　山川伸隆さん
内　容
「認知症の正しい理解と対応方法」

※７月８日（木）までにふくし総合
支援室へお申し込みください。

夏祭り＆97 ネイチャーコンサート
～みんなで楽しもうＩＮ大山広苑～

志摩を元気にしよう会
井上　　　（090）1562・1327
大山広苑　　 84・1011
と　き　７月24日（土） 15時～20時
　　　　※雨天 25 日に延期
ところ　志摩町越賀　大山広苑
イベント内容（参加費無料）
こどもコーナー・体験学習、志摩レ
ンジャーショー、歌謡ショー、飲食
コーナー（有料）など

ゆるボラ第２弾　参加者大募集！

市民活動支援センター「あすぱ～る」
　　43・7744
　　asu-pearl@s1.city.shima.mie.jp
　市民活動支援センター「あすぱ～
る」では、「ゆるボラ」第２弾を７
月24日（土）に志摩町の大山広苑で
開催予定！
　誰もが気軽に楽しくできる「ゆる
やかなボランティア」を企画中です。
くわしくはお気軽にお問い合わせく
ださい。

FAX FAX

！

E-mail
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平成23年４月採用予定
志摩広域消防組合消防吏員の募集

志摩広域消防組合　消防本部総務課
　　43・1418
採用予定者数　若干人
受験資格
①昭和59年４月２日から平成５年４

月１日までに生まれた人
②採用後、志摩広域消防組合管内に

居住し得る人
③学校教育法による高等学校卒業と

同等以上の学力を有する人
（平成 23 年３月卒業見込みの人を
含む。）

④日本国籍を有する人
⑤地方公務員法第16条（欠格条項）

に該当しない人
⑥心身健全で、消防業務に支障がな

いこと。
申込み受付期間

７月12日（月）～27日（火）
試験日・会場
　第１次試験　９月19日（日）
　　　　　　　県立松阪工業高等学校
　第２次試験　第１次試験の合格者
　　　　　　　に通知します。

志摩市ゴルフ大会　参加者募集

近鉄浜島カンツリークラブ
　  52・1141　　52・1161
と　き　８月20日（金）
ところ　近鉄浜島カンツリークラブ
参加資格
県内に在住・在勤・在学の人
募集人員　208 人　52 組
競技方法
18 ホールズ・ストロークプレイ
Ｗぺリア方式（トリプルカット・Ｈ
ＤＣＰ 36 カット）　
参加料金　一般  7,000円（１Ｒセルフ
プレイ・昼食・参加賞・賞品・パーティ）
申込受付開始
７月12日（月）９時～

平成23年度志摩広域行政組合
職員採用募集

志摩広域行政組合　　 43・2112
募集職種および採用予定人員
介護職員７人程度
看護職員１人程度
受験資格

（１）平成５年４月１日までに生ま
れた人で、採用時 60 歳未満の人

（２）組合施設に通勤可能な人・組
合施設　志摩養護老人ホーム花園
寮・志摩特別養護老人ホーム才庭
寮・志摩特別養護老人ホームともや
ま苑・志摩福祉センター

（３）公務員の欠格条項に該当しな
い人

（４）介護職員は、夜勤、土・日およ
び祝祭日などに勤務の可能な人
看護職員は、宿直、土・日および祝
祭日などに勤務の可能な人

（５）資格要件　介護職員、介護福祉
士もしくはホームヘルパー２級以上
看護職員　看護師もしくは准看護師
　　　　　資格
試験内容

（１）介護職員　１次試験（教養試験）
２次試験（作文、面接）

（２）看護職員　２次試験（作文、面接）
申込方法　申込書に必要事項を記入
し、関係の書類を添えて持参または
郵送（受付期限必着）により提出し
てください。
試験日時および会場

（１）第１次試験（教養試験）
日　時　９月 19 日（日）
受　付　９時 10 分～９時 40 分
試　験　10 時～ 12 時
会　場　県立松阪工業高等学校

（１）第２次試験（作文・面接）
申込書は、志摩広域行政組合事務局
でお渡しします。
受付期間　７月１日（木）～23日（金）
時　間　８時30分～17時30分

緊急雇用創出事業による
臨時職員募集

商工課　　 44・0290
　　　　　 44・5262
業務内容　産業振興情報提供事業

（事業者等への国・県などの支援策
情報を周知する。）
採用予定人数　１人
雇用期間　８月１日～平成23年１月
31 日まで（３月末まで更新の可能
性あり）
※緊急雇用創出事業における雇用
期間は、１個人につき通算１年以内
ですので、すでに緊急雇用創出事業
で雇用されたことがある人は上記の
期間より短くなる場合があります。
勤務場所　市役所
賃金等　日額　6,000円（通勤手当
支給、健康保険、厚生年金保険、雇
用保険加入）
応募期限　７月16日（金）17 時
応募方法　商工課および各支所で配
布する申込用紙に必要事項を記入し、
商工課に提出してください。
選考方法　７月21日（水）　13時30 分
より、市役所３階 303会議室で面接
を行います。
応募要件　採用時に失業しており、
就業していないこと。
その他　現在、市の臨時職員として
登録されている人の中で申し込みを
希望される方も、商工課および各支
所で配布する申込用紙に必要事項を
記入して提出してください。　臨時
職員に未登録の
方は、 先に総務
課へ臨時職員登
録をしていただ
き、 その後申込
用紙を提出して
ください。

募集
♪

FAX

平成22年度　自衛官等募集　防衛省自衛隊伊勢地域事務所　　　（0596）23・3880

資格 受付期間 1次試験日
一般曹候補生 18歳以上27歳未満の人 ８月１日（日）～９月10日（金） ９月18日（土）

自衛官候補生 男子 18歳以上27歳未満の人 通年 受付時に告知
女子 ８月１日（日）～９月10日（金） ９月26日（日）～29日（水）

航空学生 高卒（見込含）21歳未満 ８月１日（日）～９月10日（金） ９月23日（木・祝）　１次
看護学生 高卒（見込含）24歳未満 ９月６日（月）～10月１日（金） 10月23日（土）　１次

防衛大学校 推薦 高卒（見込含）21歳未満 ９月６日（月）～９月９日（木） ９月25日（土）・26日（日）
一般 高卒（見込含）21歳未満の人 ９月６日（月）～10月１日（金） 11月６日（土）・７日（日）　１次

防衛医科大学校生 高卒（見込含）21歳未満 ９月６日（月）～10月１日（金） 10月30日（土）・31日（日）　１次

FAX

FAX
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こころの相談

　保健師によるこころの健康相談を
受け付けています。
相談日・会場
①と　き　７月27日（火）
　ところ　総合保健センター
②と　き　７月29日（木）
　ところ　磯部保健センター
申し込み　個別相談のため、各相談
日とも予約制となりますので、前日
12 時までに予約をお願いします。
申し込み・問い合わせ
①総合保健センター　　 44・1100
②磯部保健センター　　 55・4011

こころの健康相談

伊勢保健福祉事務所
　　（0596）27・5148
　　（0596）27・5253
　専門医や保健師によるこころの健
康相談を受け付けています。
と　き　７月22日（木）
　　　　　13時～15時※要予約
ところ　県志摩庁舎
　
家庭児童相談

家庭児童相談室　　　　44・4866
　相談員が、18 歳未満の子どもに
ついての相談を受け付けています。
電話での相談も可能です。
と　き　平日９時～12時　13時～16時
ところ　市福祉事務所

子ども相談

家庭児童相談室　　　　44・4866
　相談員が、子育てや子どもの成長な
どについての相談を受け付けています。
10時～16時＊要予約
①と　き　８月６日（金）
　ところ　志摩支所
②と　き　８月20日（金）
　ところ　志摩福祉センター
　　　　　（阿児町神明長沢）

小規模事業場（労働者50人未満）の
事業主や従業員のみなさんへ

伊勢地域産業保健センター
　　（0596）26・1020
　産業医が、直接または電話で無料
健康相談に応じます。事業場への個
別訪問相談、指導も行います。
と　き　毎週木曜日 14時～17時
※第５週木曜日および祝祭日は除く
ところ　伊勢地区医師会館
志摩医師会館での実施日
と　き　９月２日（木）　10月７日（木）
11月４日（木）14時～17時

夏鳥の観察会　参加者募集

横山ビジターセンター　　 44・0567
と　き　７月10日（土）
　　　　９時～12時
ところ　伊勢市市営駐車場集合
内　容　剣峠へ向かう森の中を
　　　　歩いて夏の野鳥を観察しよう。

英虞湾生きものウォッチング

横山ビジターセンター　　 44・0567
と　き　８月22日（日）
　　　　10時～14時30分
ところ　英虞湾内
内　容　英虞湾の中に生きる生きも
のを観察します。船にも乗ります。
参加費は無料です。

サイテクランドin鳥羽商船

鳥羽商船高等専門学校
　　（0599）25・8402

受付期限　７月８日（木）

開催日 講座名 対　象

７/21（水）おもしろ理科実験 小・中学生
30 人

７/22（木）
 ～ 23（金） 手作り太陽電池 中学生

８人

８/ １（日） 親子で電子工作 小学生親子
５組

８/ ４（水） Wiiリモコンで
ゲームプログラミング

中学生
15 人

※小学生の場合は、保護者同伴で参
　加してください。
※講座の参加費は無料です。

相談

FAX

FAX

　見て！みて！志摩の国チャンネル ☆

ケーブルＴＶ　デジタル１２３ｃｈ / アナログ６ｃｈ
７月１日～ 15 日 ７月 16 日～ 30 日 番組紹介
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志摩の国 5 00
5
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35
45

志摩の国 5 志摩の国 5
行政情報を動画でお知らせします。
志摩の国かわら版
行政情報を文字とナレーション
でお知らせします。内容は随時
更新されています。
今月の番組エンディング
スポーツクラブの皆さんです。

お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版
志摩の国 5（再） 志摩の国 5（再）
お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版

今月のケーブルＴＶ行政チャンネルの番組をお知らせします。
内容、時間などは予告なく変更することがあります。

？

FAX

潮かけ祭り　7月10・11・12日

　志摩町和具の和具漁港・大島で、780 年余りの伝統
を誇る奇祭「潮かけ祭り」が行われます。
海の安全と大漁を祈願した神事の後、船どうし人ど
うしが海水をかけ合ったり、海に投げ入れたりして、
盛大に潮かけが行われます。
○７月10日（土）19時30分～  おしょうじ（煙かぶり）
○７月11日（日）17時～　　  前夜祭
○７月12日（月） 7時～  　　本祭

船越天王祭   7月13・14日

　大王町船越で、天王祭が行われます。7 月
13 日に奉納演芸会が行われ、14 日には、家内
安全・陸上海上安全・豊作豊漁・諸業繁栄を
祈願して船越神社で祭典が行われ、船越太鼓
が披露されるほか、鼓笛パレードやみこしが
まちを練り歩きます。
○７月 14 日（水）　9 時 30 分～  鼓笛パレード
13 時 30 分～ 神社祭典　14 時 30 分～ みこし

渡鹿野天王祭　7月20・21日

　渡鹿野島の夏の祭典「天王祭」が
行われます。海上では花火が夜空を
彩り、通りを駆け巡る神輿を鎮座さ
せようとするものたちの勇壮な練り
合いが繰り広げられます。
○７月20日（火）宵宮  18時30分～
　
○７月21日（水）本宮  18時30分～

夏祭日程
イベント情報
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この広報は、環境に配慮するため、植物油性のイ
ンキとグリーン購入法の基準を満たす再生紙を使
用しています。

総数57,710人(－44)　男 27,147人(－21)　女 30,563人(－23)　世帯数22,697世帯(7)

事故数／111件（－32）　うち人身事故15件（－10）、物件96件（－22）　死者数／0人　傷者数／24人

件数／4件（１）	 救　急　出動件数／２35件（6）広域管内（南勢分署含）

６月の
 データ
平成22年5月31日現在

人　口

交　通

火　災

　

ペ
ン
リ
レ
ー　

　

編
集
後
記
「
ペ
ン
リ
レ
ー
」
の
第
３

走
者
と
し
て
、
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま

し
た
美
化
衛
生
課
で
す
。

　

美
化
衛
生
課
は
、
墓
地
、
火
葬
場
、

畜
犬
登
録
、
狂
犬
病
予
防
、
ご
み
の
減

量
化
対
策
、
再
資
源
化
の
推
進
な
ど
の

業
務
を
課
員
４
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
業
務
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
火
葬
は

　「
や
す
ら
ぎ
苑
」
で
行
え
ま
す

　

家
族
の
一
員
と
し
て
、
一
緒
に
暮
ら

し
て
き
た
可
愛
い
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
る

の
は
、
と
て
も
辛
い
も
の
で
す
。
ペ
ッ

ト
に
よ
る
癒
し
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
、
そ
の
悲
し
み
は
深
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

近
年
は
、
ペ
ッ
ト
も
人
間
と
同
様
に

火
葬
場
に
お
い
て
火
葬
を
さ
れ
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

志
摩
市
に
お
い
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を

「
や
す
ら
ぎ
苑
（
浜
島
町
）」
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
切
に
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
が
、
も

し
も
亡
く
な
ら
れ
、
火
葬
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、「
斎
場
あ
ご
」
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

斎
場
あ
ご　
　

43
・
４
０
９
２

編集・発行／志摩市　市長公室　〒517-0592  三重県志摩市阿児町鵜方3098-22
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くわしくはWEBで  志摩市役所  検索　　　　
shichokoshitsu@city.shima.lg.jp  　　　　

FAX

E-mail

HP
広報しまへのご感想・ご意見
をお寄せください。

（　）内の数字は
前年との比較です。

（　）内の数字は
前月との比較です。

　志摩の自然を中心に、掲載していく新コーナー「きらり しま探検隊」が始まりました。
　第 1 回ということで、今回は横山の紹介をします。
　横山は志摩市のほぼ中央に位置し、阿児町から浜島町にかけて東西に連なっていて、最高地点は
203.4m です。横山には、横山ビジターセンターがあり、伊勢志摩国立公園の素晴らしい自然や文化など
を紹介する拠点となる施設です。平成 11 年に環境省が建設しました。火曜日は定休日となっていますが、
どなたでも自由に訪れることができます。館内では伊勢志摩国立公園を紹介したジオラマや映像を見るこ
とができます。また、木工クラフト体験や年間３０回ほど自然観察会を開催しています。
　さて、横山の魅力は何と言っても、展望台から見る素晴らしい景色です。駐車場から近いため、気軽に
行くことができる展望台からは、右から合歓の郷、岬山、御座白浜、金毘羅山、和具大島、パールブリッ
ジ、間崎島、賢島、登茂山、鵜方の町並み、スペイン村、そして真珠筏のかすり模様が素晴らしい英虞湾
など約 180 度のパノラマが眼前に広がります。冬の天気が良い日にはスペイン村の右上辺りに、富士山
が顔を覗かせることもあります。
　奥へ進むと、パノラマ展望台、みはらし展望台、あご湾展望台があり、さらに奥には横山山頂がありま
す。その先には浅間山があり、浜島町の迫子へと近畿自然歩道が続きます。横山の北麓には創造の森が広
がっており、しょうぶ園、あじさいの道、収穫の森などが整備されています。
　皆さんもぜひ横山の素晴らしい景色と自然を満喫しに訪れてみてください。

❶


